
広報WARABI ● 平成29年２月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● １月１日現在人口：73,900人 前月比  ＋30人
 　　　　　　　　　   男 37,590人　女 36,310人
　　　　　　　　　 世帯数：37,541
　　　　　　　　　 人口密度：14,461人／km２

2017/平成29年
わらび・791

｢ふタゴちゃんクラブ｣開催！
双子の親子が集まり情報交換
　先月14日、福祉・児童センターで、
ふタゴちゃんクラブが開かれました。
子どもたちがおもちゃなどで楽しく遊
ぶ傍らで、ママたちは双子ならではの
子育て体験談を情報交換。同クラブで
は、これからも交流を広げられるよう
に、さまざまなイベントを企画中です。

～今月の特集～
◦蕨ブランド認定制度

私たち、仲よし双子ちゃん

　だから楽しさも２人分！！
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子こ

織お
り

、
河か

わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

の
作
品
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
商
品
な
ど
蕨
ら
し
さ
が
あ

ふ
れ
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
自

慢
の
逸
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
認

定
品
を
通
じ
て
、
ま
ち
に
興
味
や
関

心
を
抱
い
て
も
ら
え
る
の
で
は
」と
、

審
査
委
員
も
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　

蕨
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
期
間
は
３
年

間
。
今
後
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、

各
種
媒
体
を
通
じ
て
積
極
的
に
認
定

品
を
紹
介
し
て
い
く
ほ
か
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
認
定
品
は
今

月
19
日
の
披
露
会
を
皮
切
り
に
、
25

日
・
26
日
の
消
費
生
活
展
（
詳
細
は

今
月
号
の
折
り
込
み
）な
ど
、市
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
そ
の
魅
力
を
感

じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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今
後
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
登
場

各事業所で行われた１次審査の様子（８月23日）

性
や
独
自
性
、
将
来
性
な
ど
の
観
点

か
ら
総
合
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
次
審
査
で
は
審
査
委
員
が
各
事

業
所
を
訪
問
。
申
請
品
に
触
れ
、
質

疑
応
答
な
ど
を
経
て
寸
評
を
行
い
ま

し
た
。
各
事
業
者
は
こ
れ
ら
の
意
見

等
を
踏
ま
え
、
蕨
商
工
会
議
所
の
支

援
も
受
け
つ
つ
、
申
請
品
に
改
良
を

重
ね
て
最
終
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
認
定
さ
れ
た
今
回
の
商

品（
左
欄
）は
、
高
品
質
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
わ
ら
び
り
ん
ご
や
双ふ

た

　

人
口
密
度
日
本
一
、
面
積
５
・
11

平
方
㌔
㍍
―
。
私
た
ち
が
住
む
こ
の

小
さ
な
ま
ち
に
は
、
豊
か
な
歴
史
や

文
化
な
ど
、
地
域
に
息
づ
い
た
た
く

さ
ん
の
資
源
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
蕨
の
特
色
や
ス
ト
ー
リ

ー
性
を
有
す
る
商
品
を
蕨
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
認
定
し
、
そ
の
魅
力
を
広
め

て
い
く
こ
と
で
、
地
域
産
業
の
活
性

化
と
市
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
こ
う
と

今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
「
蕨
ブ
ラ
ン

ド
認
定
制
度
」。
昨
年
11
月
の
最
終

審
査
の
結
果
、
今
回
、
５
事
業
者
５

件
の
認
定
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

認
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
内
の
事

業
者
が
製
造
・
加
工
し
た
民
工
芸
品

や
食
料
品
な
ど
を
対
象
に
、
昨
年
５

月
か
ら
７
月
ま
で
募
集
を
行
い
、
９

事
業
者
か
ら
24
件
の
申
請
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
審
査
は
専
門
家
や
各
分

野
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
２
段
階
で
実
施
。
地
域

蕨
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
認
定
品

蕨ブランド認定品が決定!!
～まちの魅力を伝える自慢の逸品～

フリーアナウンサー

町
まち

 亞
あ

聖
せい

 さん

　「蕨ブランド」と聞いてワ クワクするものをポ
イントに選ばせていただき ました。自信を持っ
て勧められる蕨を代表する 双子織とわらびりん
ご。ものづくりのたいせつ さを伝えてくれる手
作りのバッグを長年手がけ てきたIBIZAと粋な
職人に愛されている鳶服の 蕨上田。未知の可能
性を秘めた蕨硝子。認定し て終わりではありま
せん。蕨から全国に羽ばた くように皆さんにこ
れらの商品を育てていただ ければうれしいです。

　わらびりんご生産管理団体

　　　　 ×　わらびりんご　サイダー

㈲クチュールカワムラ
中央3-2-9　☎445･4305
営業時間：午前10時～
                  午後７時
定休日：不定休

　蕨の特色を生かした商品を発掘し、更なる地域産業の活性化と市のＰＲを図るこ
とを目的に、今年度創設された ｢蕨ブランド認定制度」。最終審査を経て、この度、
市内５事業者５件の認定品が決定しました。今月はその概要について紹介します。

　蕨市の市制50周年を機に、 地域資源を
活用したまちおこしとして、 市民団体や
農家の有志の皆さんが、蕨で 誕生した日
本一の極早

わ
生
せ

種「わらびりん ご 」の 本 格
的な育成に取り組んでいます。 その商品化
第一弾として開発されたこの サイダー。
　その年に市内で採れたリン ゴを果汁
　　にし、リンゴの特徴であ る強い
　　　酸味を生かしたちょっ ぴり
　　　　大人向けの一本です。

生産管理団体
7750
生活室内)

審査委員として参加!!PR  大使･町亞聖さんに聞きました
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   ５事業者の

｢自慢の逸品」

を紹介します

※認定品の詳細はＱＲ
コードで確認できます

　「蕨ブランド」と聞いてワ クワクするものをポ
イントに選ばせていただき ました。自信を持っ
て勧められる蕨を代表する 双子織とわらびりん
ご。ものづくりのたいせつ さを伝えてくれる手
作りのバッグを長年手がけ てきたIBIZAと粋な
職人に愛されている鳶服の 蕨上田。未知の可能
性を秘めた蕨硝子。認定し て終わりではありま
せん。蕨から全国に羽ばた くように皆さんにこ
れらの商品を育てていただ ければうれしいです。

　えりすぐりの認定品を手に取り、その魅力を
感じてみませんか。ぜひ会場にお越しください｡

と　き＝19日（日）　午後２時半
ところ＝イトーヨーカドー錦町店　
内　容＝認定書授与式、認定品のお披露目など
　　　　※司会・進行は町亞聖さん
詳　細＝蕨市商工生活室（☎433･7750）

蕨ブランド認定制度　審査委員の皆さん
永沢映さん（NPO法人コミュニティビジネスサ
ポートセンター代表理事）、牛窪啓詞さん（蕨商
工会議所会頭）、矢萩優幸さん（イトーヨーカドー
錦町店副店長）、平石有志さん（伊勢丹浦和店セー
ルスマネージャー）、町亞聖さん（フリーアナウン
サー・蕨市PR大使）   ※主催者として賴髙市長も参加

シンボルマークが目印！
◀｢蕨ブランド認
定品｣にはこち
らのロゴマーク
が付与されます

㈲クチュールカワムラ
　　　　　　×　
　　双子織ショルダーバッグ

㈲上田衣料
×

蕨上田オリジナル鳶服

　わらびりんご生産管理団体

　　　　 ×　わらびりんご　サイダー

㈱ブラスト工房　　　　　　　×　蕨 硝 子

㈱ワイアンドシー
×

I
イ ビ サ
BIZA双子織バッグ

　蕨の伝統織物「双子織」を現代風にアレンジ
したショルダーバッグです。「伝統的な物を日
常に寄り添える形に提案したい」と、双子織の
特徴的な縞模様を生かし、ハンドメイドで仕
上げた布製バッグは、長い間使用することで
　手触りがよくなり、独特な風合いも出て
　　くる使用者の愛着が湧く商品です。

　蕨で創業49年を迎えた老
舗鳶専門店が手がけるオリ
ジナル鳶服です。商標登録
されている「蕨上田」の赤
字刺繍

しゅう
が施され「超超ロン

グ」と呼ばれるズボンの丈
が特徴の一つ。現場で働く
職人さんたちの声に耳を傾
け、機能性と時代に左右さ
れることのない「かっこよ
さ」を追及した一着です。

㈲上
うえ
田
だ
衣料

塚越２-３-13　☎442･0295
営業時間：午前８時～午後８時

（日曜日・祝日は午前９時から）
定休日：土曜日

　｢蕨硝子｣は砂を圧
縮空気で吹き付けて
ガラスを彫刻するサ
ンドブラスト加工に、
更に熱を加え表面を
滑らかにした独自製
品。国産の被

き
せガラ

スに繊細な加工技術が光る工芸品です。デザインは天
才絵師・河鍋暁斎の作品を所蔵する同美術館の協力
の下、愉快な骸骨画をモチーフに使用。背面には時
の流れを表す和文様｢流紋｣が施されています。

㈱ブラスト工房
北町３-６-２　☎475･4839
営業時間：午後１時～５時
定休日：土・日曜日・祝日

　有名バッグメーカー㈱イビサの小会社として
同ブランドの製品を手がける㈱ワイアンドシー。
｢素材を生かしたものづくり｣をコンセプトに仕
立てたバッグは多くの愛用者を抱えています。
蕨商工会議所との協同で実現した今回の認定品
　は、双子織という「和」の素材を部分使いし
　　　　たモダンな風合いが魅力の限定品です。

㈱ワイアンドシー　
塚越２-11-20　☎434･1002
営業時間：午前９時～午後５時
定休日：土・日曜日・祝日

　蕨市の市制50周年を機に、 地域資源を
活用したまちおこしとして、 市民団体や
農家の有志の皆さんが、蕨で 誕生した日
本一の極早

わ
生
せ

種「わらびりん ご 」の 本 格
的な育成に取り組んでいます。 その商品化
第一弾として開発されたこの サイダー。
　その年に市内で採れたリン ゴを果汁
　　にし、リンゴの特徴であ る強い
　　　酸味を生かしたちょっ ぴり
　　　　大人向けの一本です。

わらびりんご
☎433･

(蕨市商工

蕨ブランド認定品披露会
今月19日開催!!
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リポート　そこが知りたい

申告は期限内に

〈１22〉

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
い
き
が
い
書
道
ク
ラ
ブ　

第
３

土
曜
日　

午
前
９
時
半　

下
蕨
公

民
館　

月
１
５
０
０
円
≪
林
部
・

緯
443
・
３
２
４
９
≫

▼
実
用
書
道
ク
ラ
ブ　

第
１
・
３

火
曜
日　

午
後
１
時　

下
蕨
公
民

館　

月
３
０
０
０
円　

初
心
者
歓

迎
≪
高
橋
・
緯
432
・
３
２
８
０
≫

▼
ラ
ベ
ン
ダ
ー（
社
交
ダ
ン
ス
）　

月
３
回
日
曜
日　

午
後
１
時
半　

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー　

月
３
０

０
０
円　

初
心
者
歓
迎
≪
向
瀬
・

緯
441
・
４
５
５
８
≫

▼
和
楽
備
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日
＝
午
前
６
時
15

分　

城
址
公
園　

脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
あ
り
≪
平
田
・
緯
080
・
４
１
７

９
・
６
９
０
７
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜

日
・
祝
日　

北
小
学
校　

月
１
５

０
０
～
２
０
０
０
円
（
未
就
学
児

は
年
間
１
０
０
０
円
）　

年
中
～

小
学
生　

活
動
時
間
は
学
年
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
≪
小
泉
・
緯
090
・

４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　
南
公
民
館　
無
料
≪
山

本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
竹
紫
館
剣
道
教
室　

３
月
の
毎

週
土
曜
日　

午
前
９
時
半　

同
館 

満
５
歳
以
上
≪
平
田
・
緯
080
・
５

４
２
３
・
０
０
２
３
≫

　

い
ず
れ
の
申
告
も
印
鑑
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
昨
年
中

の
収
入
や
所
得
を
証
明
で
き

る
書
類
、
控
除
の
対
象
と
な

る
物（
国
民
健
康
保
険
税
、国

民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険

料
、
地
震
保
険
料
、
医
療
費

な
ど
）
の
領
収
書
や
証
明
書

の
ほ
か
、
保
有
し
て
い
る
人

は
、
障
害
者
手
帳
や
学
生
証

な
ど
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

に
は
、
支
払
金
額
の
合
計
と

保
険
金
等
で
補
填
さ
れ
た
金

額
の
事
前
の
集
計
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
今
回
の

申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
提
示
や
記

入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
は
会
場
で
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
必
要

の
な
い
郵
送
で
の
提
出
が
お

勧
め
で
す
。
特
に
、
確
定
申

告
書
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（w

w
w

.nta.go.jp

）に

入
力
す
る
こ
と
で
、
自
動
計

算
・
作
成
・
印
刷
が
可
能
で

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
＝
市
・
県
民
税
申
告
は

税
務
課
（
緯
433
・
７
７
０
７
）

確
定
申
告
は
西
川
口
税
務
署

（
緯
253
・
４
０
６
１
）

は
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
・

家
屋
敷
の
あ
っ
た
人
で
す
。

た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た

人
や
、収
入
が
給
与
の
み
、公

的
年
金
の
み
の
人
の
う
ち
、

支
払
者
か
ら
支
払
報
告
書
が

提
出
済
み
で
、
所
得
控
除
の

変
更
や
追
加
の
な
い
人
は
申

告
が
不
要
で
す
。
な
お
、
国

民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
、
介
護
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
は
、
算
定
な
ど

に
影
響
す
る
た
め
、
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
に
納
め
る
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
が
必
要
な
の
は
、
事
業
所

得
・
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
、

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人
、
年
末
調
整
を

し
な
か
っ
た
人
、
医
療
費
控

除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
等
で
所
得
税
の
還
付
を
受

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地

域
の
た
め
に
納
め
る
市
・
県

民
税
の
申
告
は
、
16
日
か
ら

３
月
15
日
ま
で
自
治
会
館
で

受
け
付
け
ま
す
（
囲
み
１
）。

ま
た
、
東
・
下
蕨
・
南
公
民

館
に
出
張
申
告
会
場
を
設
置

し
ま
す
（
表
１
）。

　

こ
の
申
告
が
必
要
な
の
は
、

今
年
１
月
１
日
現
在
、
蕨
市

に
居
住
し
て
い
た
人
、
ま
た

人
（
給
与
及
び
年
金
所
得
の

み
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が

初
年
度
の
人
は
対
象
外
）は
、

税
理
士
会
に
よ
る
申
告
会
場

で
も
受
け
付
け
ま
す（
表
２
）。

け
る
人
な
ど
で
す
。

　

申
告
会
場
は
16
日
か
ら
３

月
15
日
ま
で
、
川
口
市
の
Ｓ

Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
に
開
設
さ
れ

ま
す（
囲
み
２
）。
こ
の
他
、

簡
易
な
内
容
の
申
告
を
す
る

ところ＝ＳＫＩＰシティ総合棟（Ａ１街区）１階多目的ホール
　　　（川口市上青木3－12－18）
日　程＝２月16日～３月15日
　　　　※土・日曜日は休み
　（２月19日・26日は受付可）
時　間＝午前９時～午後４時
※期間中は西川口税務署庁舎内
　に申告会場はありません

囲み２ 所得税及び復興特別所得税の
　　　　　確定申告受付会場と日程

表２　税理士会による申告会場と日程
　　　（簡易な内容の申告者のみ）
2月8日 東 公 民 館

午前10時～午後３時
2月13日 下蕨公民館
2月14日 東 公 民 館
2月15日 南 公 民 館
3月1日 東 公 民 館

市民会館

自治会館
（中央5-13-2）

↑蕨駅

長泉院
卍

中山道本町通り

市
役
所
通
り

駅
前
通
り

図2 市・県民税申告受付会場と日程

自治会館市役所

自治会館＝２月16日～３月15日　午前９時～午後４時
※土・日曜日は休み

（２月19日・26日は受付可）

囲み１ 市・県民税申告受付会場と日程

表１　出張申告会場と日程
2月8日 東 公 民 館

午前10時～午後３時
2月13日 下蕨公民館
2月14日 東 公 民 館
2月15日 南 公 民 館
3月1日 東 公 民 館

詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
後
に
表
示
さ
れ
る

税
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

市
・
県
民
税
、
所
得
税

申
告
受
付
は
今
月
16
日
～
３
月
15
日

　

今
月
16
日
か
ら
税
の
申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
税
金
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
財
源
で
す
。
そ
こ
で
今
月
は
税
金
の
申
告
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
は

市
内
の
各
受
付
会
場
へ

所
得
税
の
確
定
申
告
は

「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
」へ

要
確
認
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

申
告
は
郵
送
で
も
可
能
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西武の野球教室が開催

保健センター非常勤保健師登録者募集／保健師の有資格者で65歳以下の人　乳幼児健診・保健指導・問診など→

節目を祝う式典盛大に
　

20
歳
の
門
出
を
お
祝
い
す

る
「
第
71
回
成
年
式
」
が
１

月
９
日
、
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
４

５
７
人（
対
象
７
６
４
人
）が

出
席
。
新
成
人
が
「
青
年
の

主
張
」や「
20
歳
の
誓
い
」な

ど
を
発
表
し
た
ほ
か
、
恩
師

か
ら
激
励
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

深
め
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

脚本家・池端氏が講演
　

１
月
14
日
、
文
化
ホ
ー
ル

く
る
る
で「
新
春
講
演
会
・
ド

ラ
マ
『
夏
目
漱
石
の
妻
』
を

語
る
」が
開
か
れ
ま
し
た
。同

ド
ラ
マ（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
）を
手

が
け
た
市
内
在
住
の
脚
本
家・

池い
け

端は
た

俊し
ゅ
ん

策さ
く

さ
ん
自
ら
、
作
品

へ
の
思
い
や
制
作
の
舞
台
裏

な
ど
に
つ
い
て
講
演
。
訪
れ

た
１
４
０
人
は
終
始
そ
の
世

界
観
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

防火意識高まる出初式
　

１
月
８
日
、
消
防
本
部
で

「
蕨
市
消
防
出
初
式
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
消
防
職
員
や

消
防
団
の
ほ
か
、
春
日
町
会

自
主
防
災
会
に
よ
る
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
を
活
用
し
た
放
水

訓
練
、
小
学
生
防
火
ポ
ス
タ

ー
展
の
表
彰
式
な
ど
を
実
施
。

訪
れ
た
２
１
９
人
は
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
蕨
駅
ホ
ー
ム
で
発
生

し
た
、
盲
導
犬
を
連
れ
た
男

性
の
転
落
死
亡
事
故
を
受
け
、

１
月
24
日
、
蕨
駅
西
口
で
目

の
不
自
由
な
人
に
対
す
る
声

か
け
の
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
賴よ

り

髙た
か

市
長
を
は

じ
め
市
職
員
な
ど
が
、
声
か

け
の
し
か
た
を
紹
介
し
た
ち

ら
し
を
駅
利
用
者
に
手
渡
し
、

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

駅利用者へ声かけ啓発

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

◆

　元気なシニアの皆さんに地域を
支える担い手として活躍していた
だこうと、県のモデル事業として
昨年10月から市が進めている取り
組みです。興味のある人は、同ス
テーションまでご相談ください。

アクティブシニアの
　　社会参加支援事業とは？

　元気なシニアの皆さんが市民活動
やボランティアに参加するきっかけ
にと､今月５日､市民会館でアクティ
ブシニアの社会参加支援事業「ボラ
ンティア・市民活動見本市」を開催
します。当日は清

し

水
みず

国
くに

明
あき

さんの講演
や各団体の活動発表、相談会、展示
などを行います。趣味や特技を生か
したい人など、ぜひご参加ください。

講師
清水国明さん

（タレント・NPO
法人河口湖自然
楽校楽校長）

とき
午後１時

と　き
５日（日）　午前11時～午後４時
ところ
市民会館・中央公民館
※詳細はQRコードでご確認を

※手話通訳・要約筆記あり。花苗プレゼント
（先着500人）や抽選会も実施。

楽しもう！人生最高の生き方
講演会

ボランティア
市 民 活 動見本市

▼
ね
こ
の
み
み
（
市
民
交
流
・
談

話
）　
月
１
回　
正
午　
市
内　
５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
剣
道
体
験
教
室　

４
日
～
４
月

８
日　

土
曜
日　

全
９
回　

午
後

６
時　

第
二
中
学
校　

飲
み
物
・

タ
オ
ル
持
参　

親
子
で
の
参
加
も

歓
迎
≪
わ
ら
び
剣
友
会
・
佐
々
木
・

緯
080
・
４
１
４
３
・
２
４
０
７
≫

▼
少
年
野
球
体
験
会　

土
・
日
曜

日　

北
小
学
校　

詳
細
に
つ
い
て

は
「
蕨
ツ
イ
ン
ズ
」
で
検
索
≪
蕨

ツ
イ
ン
ズ
・
田
中
・
緯
090
・
１
６

５
４
・
８
５
９
５
≫

▼
セ
ピ
ア
・
火
曜
会
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー　

フ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
＝

４
日
・
14
日　

午
後
１
時
15
分　

６
０
０
円　

練
習
会
＝
６
日　

午

前
９
時
半　

４
９
９
円　

く
る
る

≪
坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼「
谷
根
千
巡
り
」参
加
者
説
明
会 

日
時
等
は
電
話
確
認
≪
日
帰
り
旅

倶
楽
部
・
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３

１
・
４
２
９
５
≫

▼
江
戸
あ
る
き　

中
山
道
大
宮
宿

か
ら
氷
川
神
社　

４
日
・
９
日　

午
前
９
時　

蕨
駅
改
札
前　

７
０

０
円
≪
富
山
・
緯
090
・
２
７
６
４
・

１
３
４
２
≫

▼
Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

８
日
・
15
日
・
23
日　

午
後
１
時 

く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯

441
・
７
３
７
３
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

７
日

＝
中
央
公
民
館　

10
日
＝
南
公
民

館　

16
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後

７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
高
橋
・

緯
090
・
２
３
０
２
・
８
５
１
０
≫

　

中
学
校
の
野
球
部
員
や
指

導
者
な
ど
を
対
象
に
、
埼
玉

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
野
球
教

室
が
１
月
21
日
、
富
士
見
公

園
内
野
球
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
昨
年
12
月
、
同
球
団
と

締
結
し
た
連
携
協
定
に
基
づ

き
行
わ
れ
た
こ
の
教
室
。
参

加
者
62
人
は
元
プ
ロ
選
手
３

人
か
ら
の
指
導
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
、汗
を
流
し
ま
し
た
。

新たな挑戦　地域デビュー

問い合わせ＝わらびネットワーク
ステーション（緯445・7256）

2／5 は
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ワ
ラ
ビ　

あ
～
今
日
の
お
出

か
け
、
楽
し
か
っ
た
な
～
。

お
母
さ
ん　

も
う
す
っ
か
り

暗
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
ね
。

お
父
さ
ん　

と
こ
ろ
で
、
最

近
、
道
路
が
明
る
く
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
？

お
母
さ
ん　

た
し
か
、
市
内

の
全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
す
る
っ
て
聞
い
た
わ
。

ワ
ラ
ビ　

全
部
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

す
る
っ
て
す
ご
い
ね
！
明
日
、

市
役
所
に
聞
き
に
行
こ
う
よ
。

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
で

す
ね
。
ま
ず
は
防
犯
灯
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
？

ワ
ラ
ビ　

道
路
に
あ
る
ラ
イ

ト
の
こ
と
で
し
ょ
。

省
エ
ネ
・
長
持
ち
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
電
気
料
も
減

リ
ー
ス
方
式
で
財
政
・
維
持
管
理
の
負
担
減

職
員　

は
い
。
そ
の
な
か
で

も
、
夜
間
の
安
全
な
通
行
と

犯
罪
の
抑
止
の
た
め
、
住
宅

街
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

街
灯
の
こ
と
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
だ
と
、
明

る
く
見
え
る
ね
！

職
員　

そ
れ
に
省
エ
ネ
で
、

電
気
料
金
も
大
幅
に
安
く
な

る
上
、
長
持
ち
も
し
ま
す
。

お
母
さ
ん　

い
い
こ
と
ず
く

め
ね
。
市
内
に
防
犯
灯
は
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
し
ら
。

職
員　

３
０
０
０
基
以
上
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
年
間
１

０
０
基
程
度
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

取
り
組
み
、
昨
年
３
月
末
時

点
で
、
８
０
０
基
以
上
の
設

置
が
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん　

で
も
、
残
り
全

て
と
な
る
と
、相
当
な
数
ね
。

職
員　

は
い
。
２
０
０
０
基

以
上
を
設
置
し
ま
す
。

お
父
さ
ん　

こ
れ
ま
で
年
間

１
０
０
基
程
度
だ
っ
た
の
に
、

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

職
員　

財
政
的
な
負
担
が
伴

う
た
め
、
順
次
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
10
年
間
の
リ

ー
ス
方
式
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
そ
の
負
担
を
軽
減
し
つ

つ
、
一
気
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
で
も
お
金
が

か
か
り
そ
う
だ
け
ど･･･

。

職
員　

心
配
な
い
で
す
よ
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
年
間
の
電
気
料

が
大
幅
に
安
く
な
り
、
リ
ー

親と子の
ニュースの
小窓

更なる防犯対策の推進
市内全ての防犯灯の
ＬＥＤ化を実施へ

　防犯対策の一環として、これまで
順次進めてきた防犯灯のＬＥＤ化。
今年度、リース方式を採用すること
で、残り2,000基以上ある防犯灯を
全てＬＥＤ化し、今月末には設置が
完了する予定です。そこで今月はこ
の取り組みについてご紹介します。

今
月
末
に
は
設
置
作
業
が
完
了
す
る
予
定
で
す

ス
料
の
大
部
分
は
そ
の
差
額

で
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

す
ご
い
な
～
！

職
員　

更
に
各
町
会
へ
お
願

い
を
し
て
い
た
維
持
管
理
に

つ
い
て
も
、
リ
ー
ス
会
社
が

行
う
の
で
、
皆
さ
ん
の
負
担

も
軽
く
な
る
ん
で
す
よ
。

お
父
さ
ん　

電
球
が
切
れ
た

と
き
の
対
応
や
電
気
料
金
の

支
払
い
は
、
各
町
会
で
行
っ

て
い
た
か
ら
助
か
り
ま
す
ね
。

職
員　

な
お
、
昨
秋
か
ら
始

め
た
設
置
作
業
は
、
今
月
末

に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

も
う
す
ぐ
だ
ね
。

職
員　

は
い
。
市
内
の
犯
罪

件
数
は
、
昨
年
、
ピ
ー
ク
時

の
３
分
の
１
以
下
に
ま
で
減

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
や
警
察
と
連
携
し
、

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

お
母
さ
ん　

や
っ
ぱ
り
、
安

全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

の
が
い
ち
ば
ん
ね
！

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
替
え
た
防
犯
灯（
北
町
２
丁
目
）
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去
る
１
月
14
日
、
盲
導
犬

を
連
れ
た
男
性
が
蕨
駅
の
ホ

ー
ム
か
ら
転
落
し
、
亡
く
な

ら
れ
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し

い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

蕨
市
で
は
、
こ
の
度
の
事

故
を
受
け
、
１
月
20
日
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
に
対
し
、

蕨
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
早
期
設

置
な
ど
安
全
対
策
を
要
望
し

ま
し
た
。
蕨
駅
は
平
成
32
年

度
末
ま
で
の
設
置
予
定
で
し

た
が
、
対
応
し
た
阪さ

か

本も
と

支
社

長
か
ら
は
蕨
駅
ホ
ー
ム
ド
ア

の
前
倒
し
を
検
討
す
る
こ
と

や
当
面
の
安
全
対
策
と
し
て

警
備
員
２
名
の
配
置
、
ホ
ー

ム
端
に
注
意
喚
起
を
促
す
蛍

光
色
の
線
（
Ｃ
Ｐ
ラ
イ
ン
）

を
引
く
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

蕨
市
で
は
、
引
き
続
き
、

蕨
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
早
期
設

置
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も

に
、
目
の
不
自
由
な
方
へ
の

ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
が
、

こ
う
し
た
事
故
の
防
止
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
駅
ご
利

用
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
な
声

か
け
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、

み
ん
な
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨駅へのホームドア早期設置と
声かけサポートの広がりを

95

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は２日です。ただし、３
月は９日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。

千
かず

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

彰
しょう

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

山
やま

本
もと

　文
ぶん

司
じ

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・二男　 　
　　錦町５丁目

友
ゆ

梨
り

ちゃん
（１歳２か月）

峯
みね

尾
お

　和
かず

久
ひさ

さん　
志
し

穂
ほ

さんの
長女　　　　

　　塚越２丁目

『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・7２56）の市民活動登録団体を紹介しています

　
「
ア
イ
カ
ル
デ
ィ
症
候
群

と
い
う
難
治
性
の
病
を
抱
え

て
い
る
友
梨
。
生
後
２
か
月

頃
か
ら
毎
日
続
く
て
ん
か
ん

発
作
、入
退
院
、投
薬
治
療
…
。

で
も
、
勇
気
づ
け
て
く
れ
る

多
く
の
人
に
囲
ま
れ
、
小
さ

な
体
で
懸
命
に
病
と
闘
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
友
梨
も
ま

た
、
み
ん
な
の
生
き
る
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
寝

返
り
に
も
挑
戦
中
で
、
成
長

は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
友
梨

と
過
ご
す
日
々
は
幸
せ
い
っ

ぱ
い
。
私
た
ち
が
授
か
っ
た

尊
い
命
―
。
こ
れ
か
ら
も
い

っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ

う
ね
」と
、母
親
の
志
穂
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－538－

ＪＲ東日本大宮支社長に
要望書を提出（１月20日）

～ 点字サークル　あじさい ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

宮
みや

田
た

　ゆみ 会長

字
サ
ー
ク
ル
あ
じ
さ

い
は
、
昭
和
51
年
に

南
公
民
館
の
点
字
講
座
を
修

了
し
た
有
志
が
結
成
し
、
昨

年
12
月
で
40
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
は
、
毎
週
金
曜

日（
同
館 

午
前
10
時
）に
約

20
人
が
集
ま
り
、
点
字
の
勉

強
会
や
視
覚
障
害
者
か
ら
依

頼
さ
れ
た
本
の
点
訳
作
業
の

割
り
振
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
点
字
の
紹
介
や

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た

点
字
教
室
を
行
う
な
ど
、
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

点
訳
す
る
本
は
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
誌
か
ら
医
療
の
専
門

書
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
昨

年
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス「
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
」の
時

刻
表
も
点
訳
し
ま
し
た
。
も

の
に
よ
っ
て
は
１
冊
に
１
年

以
上
の
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
姿
を

見
る
と
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

今
月
５
日
に
は
、
市
民
会

館
で
行
わ
れ
る
「
市
民
活
動

見
本
市
」（
５
㌻
参
照
）に
出

展
す
る
ほ
か
、
17
日
に
は
南

公
民
館
で
講
習
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動

を
通
し
て
、点
字
に
限
ら
ず
、

視
覚
障
害
者
の
か
た
を
見
か

け
た
ら
、
優
し
く
声
か
け
を

さ
れ
る
か
た
が
増
え
て
く
だ

さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

点

未経験者も大歓迎。基本から楽しく学びませんか。
ご興味のあるかたは､ 宮田（緯080・5487・1181）まで

今後の活動について意見を交わす
皆さん
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器
製
の
愛
器
か
ら
音
色
を

響
か
せ
、
多
く
の
人
の
心

に
癒
や
し
を
届
け
て
い
る
、
オ
カ

リ
ナ
奏
者
の
青
儀
憲
行
さ
ん
（
67

歳
・
北
町
４
丁
目
）。
中
央
公
民

館
で
活
動
し
、
代
表
を
務
め
て
い

る「
オ
カ
リ
ー
ナ
虹
」（
会
員
22
人
）

を
は
じ
め
、
幾
つ
も
の
ユ
ニ
ッ
ト

を
掛
け
持
ち
し
、
そ
の
演
奏
で
笑

顔
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
は
体
育
会
系
で
、音

楽
っ
て
柄
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
」と
、は
に
か
む
青
儀
さ
ん
。
そ

の
生
活
が
一
変
し
た
の
は
、
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー
の
管
理
職
と
し
て

多
忙
を
極
め
て
い
た
20
年
ほ
ど
前

の
こ
と
で
し
た
。
友
人
に
誘
わ
れ

て
参
加
し
た
公
民
館
の
講
座
で
、

初
め
て
オ
カ
リ
ナ
の
生
音
を
耳
に

す
る
と
、
お
も
し
が
乗
っ
て
い
た

広
報
蕨　

七
九
一
号　

平
成
二
十
九
年
二
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
オカリナ奏者  　　　　　　

青
あお

儀
ぎ

 憲
のり

行
ゆき

 さん

陶

柔らかい音色で笑顔の花を

よ
う
な
心
が
す
っ
と
軽
く
な
り
、

瞬
く
間
に
そ
の
と
り
こ
に
。以
来
、

自
ら
も
人
の
心
に
響
く
音
色
を
奏

で
た
い
と
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
く
る
る
や
公
民
館
を
は

じ
め
、
カ
フ
ェ
な
ど
で
演
奏
を
披

露
し
、
そ
の
数
は
年
間
70
回
近
く

に
上
り
ま
す
。
そ
う
し
た
精
力
的

な
活
動
も
、「
汗
を
か
き
、
恥
を
か

き
な
が
ら
励
ん
で
い
ま
す
」と
、ご

謙
遜
。
そ
ん
な
青
儀
さ
ん
が
長
年

続
け
て
い
る
取
り
組
み
が
、
高
齢

者
施
設
の
慰
問
で
す
。
親
し
み
や

す
い
選
曲
と
軽
妙
な
語
り
、
一
体

感
あ
ふ
れ
る
合
唱
を
交
え
た
ス
テ

ー
ジ
は
大
好
評
。
笑
い
あ
り
涙
あ

り
の
ひ
と
と
き
を
心
待
ち
に
す
る

フ
ァ
ン
も
多
く
、
各
施
設
か
ら
の

依
頼
が
絶
え
な
い
ほ
ど
で
す
。
そ

う
い
っ
た
う
れ
し
い
声
に
も
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
私
の
ほ

う
が
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
、
ほ
ほ
え
み
ま
す
。

　

素
朴
で
ど
こ
か
懐
か
し
い
オ
カ

リ
ナ
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て
20
年
。

こ
の
間
に
出
会
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
の
交
流
こ
そ
が
、「
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
す
ね
」と
、目
を
細

め
る
青
儀
さ
ん
。
今
年
の
夏
に
は

信
濃
わ
ら
び
山
荘
で
野
外
ラ
イ
ブ

を
計
画
す
る
な
ど
、
活
動
意
欲
は

高
ま
る
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
周
囲
を
ひ
き
つ
け
る
陽
気
な
人

柄
と
柔
ら
か
い
音
色
で
、
ま
ち
を

優
し
く
包
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

市内外で幅広く活躍する青儀さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

暁
斎
の
娘
・
暁き

ょ
う

翠す
い

が
描
い
た
酉と

り

年

の
大
小
暦
で
す
。
鶏
と
太
鼓
の
組
み

合
わ
せ
は
、「
諌か

ん

鼓こ

鶏ど
り

」と
い
う
画
題

で
す
。古
代
中
国
、治
世
を
い
さ
め
た

い
人
民
が
鳴
ら
す
諫
鼓
を
設
置
し
ま

し
た
が
、
良
政
が
続
き
鼓
に
苔
が
生

え
、
鶏
が
遊
び
だ
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
こ
の
画
題
は
太
平
の
象
徴
と
な
っ

た
の
で
す
。鶏
の
白
い
羽
は
、色
を
付

け
ず
に
摺
っ
て
凹
凸
を
出
す
「
空か

ら

摺ず

り
」の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日　毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般540円
　　　　中学生～大学生430円
　　　　小学生以下210円
　　　　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　期間＝２月25日（土）まで
　 ｢新春開運　七福神と酉年の祝い ｣展
　 同時開催｢野坂稔和　波の戯画展Part.２｣展

暁翠筆 「明治四十二酉略暦（諌鼓鶏）」
　　　　　　　　　　明治42年（1909）　摺物 色摺

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
─ No. ９─

　

暁
翠
は
明
治
元
年
生
ま
れ
。
幼
い

頃
か
ら
父
親
に
絵
を
学
び
、
17
歳
か

ら
展
覧
会
へ
出
品
を
始
め
、
20
代
で

褒
状
を
受
章
し
、
現
在
の
女
子
美
術

大
学
草
創
期（
明
治
35
年
～
38
年
頃
）

に
日
本
画
を
教
え
た
女
流
画
家
で
す
。


